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補助事業名 2022年度 公設工業試験研究所等が主体的に取組む共同研究 補助事業 

補助事業者名 高知県 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

 海洋プラスチック汚染などの廃プラスチック問題やCO2削減など石油由来のプラスチック

材料の使用量を削減することは、地球環境を維持するためにも必要である。本事業では、石

油由来プラスチックを削減するため、木、竹、紙パルプといった生物由来のバイオマス材料

と複合化することで、現行プラスチックの代替材料を開発・上市し、県産業の押し上げを目

的としている。 

 

（２）実施内容 

①複合化するバイオマス材料の選定と形状の調整 

 木質系素材の中でも、高知県内で未利用資源として豊富に存在する竹が複合材料として最

適であった。また、これまでの知見から竹を粉砕処理したものを用いることとした。また、

バイオマス材料の形状を評価するために、木粉、綿繊維を用いた。 

 

②プラスチック-バイオマス材料の均一に混合するための技術開発 

竹粉砕物の大きさや混合条件を検討し、量産化に向けた手法を検証している。また、新た

に導入した多軸混練システムを使用して、木粉、綿繊維を配合した複合材の混練条件の最適

化を行った。 

 

③プラスチック-バイオマス複合材料の成形技術の開発 

竹粉プラスチック複合材料を用いて成形機（60ton）での成形条件を確立した。この条件

をベースにして、今後試作した複合材料の成形を行い、強度試験用の試験体をこの成形条件

を使用して作製した。 

 

④プラスチック-バイオマス複合材料の試作物の評価 

 作製した試験片の引張強度測定を行い、竹粉の配合比と強度の相関を検証した。その結

果、配合比の上昇に伴い、引張強度は増加するが破断歪みは減少した。 

 また、成形物から放出される揮発性ガス成分は、ヘッドスペース法を用いてガスクロマ

トグラフで成分分析を行った。その結果、アセトアルデヒドやフルフラール等のアルデヒ

ド類が検出され、今後の臭気の低減について検討する必要性がでてきた。 

 

 

 



２ 予想される事業実施効果 

・ 竹粉プラスチックの上市 

 共同研究企業は、バイオマス原料として竹粉を使用した複合材料の上市を検討しており、

2022年12月に行われたサステナブルマテリアル展（幕張メッセ）で、複数の試作成形品を

展示し、来場者から高評価を得ている。3年後の上市を検討しており、来年度は、竹粉プラ

スチックの試験的な供試を目指している。また、生産設備の検討を行っている。 

 竹粉プラスチックを用いることで従来品よりもCO2排出量２割削減の効果が想定される。 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

高知県工業技術センターホームページ  

(https://www.pref.kochi.lg.jp/_files/00287609/JKAkyoudou2022.pdf) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.pref.kochi.lg.jp/_files/00287609/JKAkyoudou2022.pdf


（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

公益財団法人高知県産業振興センター発行「情報プラットフォーム2023年3月号」  

(https://joho-kochi.or.jp/center/platform.php) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 高知県工業技術センター （コウチケンコウギョウギジュツセンター） 

住  所： 〒781-5101 

高知県高知市布師田3992-3 

代 表 者： 所長 川北 浩久 （カワキタ ヒロヒサ） 

担当部署： 資源環境課 （シゲンカンキョウカ） 

担当者名： チーフ（資源活用担当） 鶴田 望 （ツルタ ノゾム） 

電話番号： 088－846－1111 

F  A  X： 088－845－9111 

E - m a i l： 151405@ken.pref.kochi.lg.jp 

U R L： https://www.pref.kochi.lg.jp/itc/  

https://joho-kochi.or.jp/center/platform.php
https://www.pref.kochi.lg.jp/itc/

